
基準１. 理念・目的

　領域： 使命・目的、教育目的　

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中長期計画

学科の基本理念・目的に大きな変更予定はない。従来通り、「人間力と高度な専門総合力を
備えた、創造的機械技術者の育成」と、「専門分野における研究開発への取り組み、成果の
蓄積、また、これらの活用、応用による産業・地域社会への貢献」を目指す。また、大学方針
に沿った修正を行う。
　学科や学部の総合的プロジェクト・取組として、より創造的で実践力のある機械技術者を
育成するため、アクティブ・ラーニング、PBLを多分に取り入れた4年間継続のクリエイティブ・
デザインプロジェクト授業（教育）構築を目指す。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目
１-１. 大学、学部、学科、研究センター及び委員会等は、それぞれの使命・目的および教育
目的を設定していますか。

点検項目 ① その意味・内容は具体的かつ明確ですか。

現状説明
全学の理念・目的に沿い、専門教育を実践する学科の理念・目的を設定して尊重しており、
適切であると考えている。また、所属する工学部の理念・目的にも沿っている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
学科の理念・目的を維持しつつ、学科の将来構想を立案した。その議論の中で、学科の理
念・目的が明確に設定されていること、全学、工学部の理念・目的に沿っていることを確認し
た。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①機械システム工学科　将来構想と学生募集対策（案）
②学科ホームページ 3つのポリシー

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 個性・特色を明示していますか。

現状説明

2コース制で教育を行い、それぞれのコースで特徴ある教育を実現している。機械システム
コースでは、機械システム工学の専門分野全般をバランスよく学ぶと同時に、従来から3次
元CAD/CAM/CAEシステムを活用した3次元機械設計教育を実施している。自動車システム
コースでは、機械システム工学の基礎を学び、その応用分野である自動車工学を専門的、
実践的に学ぶことができるようにしている。自動車整備士2級の資格取得が可能である。

年度目標
特徴化を目指し、継続的に、アクティブ・ラーニング・PBLを多分に取り入れた授業群を編成
し、より創造的、活動的機械技術者を育成することを目標とする。

年度報告
学科共通の中心的な授業において、アクティブ・ラーニング・PBLの新テーマを取り入れた
り、レベルアップを図った。来年度以降の計画等も検討した。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①学科ホームページ 「学科の特徴」
②学科シラバスチェックシート

次年度の課題
と改善の方策

福山大学　工学部 機械システム工学科　令和元（2019）年度 自己点検・評価書



点検項目 ③ 社会の要請や背景の変化について検討していますか。

現状説明

専門分野の動向、新技術領域の展開などを考慮し、社会や時代の要請との整合性をとる努
力をしている。具体的には、専門分野で期待度の高い分野・内容は、類似分野の教員が取
り入れて担当するようにしている。また、新教員採用時には、社会や時代の要請に合った分
野・人材要件を募集要項に掲げ、最重要判断基準としている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
学科将来構想の検討を通じて、機械工学分野の技術動向に基づき、今後必要となる人材な
どについて、学科人事教授会で話し合った。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①機械システム工学科　将来構想と学生募集対策（案）

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 １-２. 使命・目的および教育目的の反映

点検項目 ① 使命・目的および教育目的に対し、教職員の理解と支持は得られていますか。

現状説明
学科の理念・目的は、学科のカリキュラム、授業等の変更申請の際に、学科全教職員により
構成される教室会議において確認するようにしている。その他、必要に応じて教室会議等で
検討・検証している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
学科将来構想の検討を通じて、学科教員全員で審議した。学科の理念・目的の内容・適切
性を確認し、検証を実行した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①機械システム工学科　将来構想と学生募集対策（案）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 学内外へ公表し、周知していますか。

現状説明
大学案内、学生便覧、学科紹介パンフレット、ホームページ等で、周知、公表されており、あ
る程度適切、有効と考えている。これらの周知・公表方法の範囲で、内容を検討している。

年度目標
基本的には、現状を維持する。
周知、公表方法の選択肢が増えれば、対応する。

年度報告 従来の方法で、周知・公表を継続した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①大学要覧　②学生便覧　③福山大学ホームページ

次年度の課題
と改善の方策



点検項目 ③ 中長期的計画に反映していますか。

現状説明

「中長期計画」欄で述べたように、学科の基本理念・目的に大きな変更予定はない。従来通
り、「人間力と高度な専門総合力を備えた、創造的機械技術者の育成」と、「専門分野におけ
る研究開発への取り組み、成果の蓄積、また、これらの活用、応用による産業・地域社会へ
の貢献」を目指す。また、大学方針に沿った修正を行う。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 学科の基本理念・目的に基づき、中長期的観点から学科将来構想を検討した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①機械システム工学科　将来構想と学生募集対策（案）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ④ 三つのポリシーに反映していますか。

現状説明

機械システム工学科では、教育目標・学位授与方針・教育課程の編成・実施についてこれま
で議論を重ねており、特に大きな変更予定はない。しかしながら、これまでにも増して教育内
容の魅力や教育効果を高め、より創造的で実践力のある機械技術者の育成を目標として、
学科改革の検討を予定しており、それに沿い、必要に応じて検討・修正を進めて行く方針で
ある。

年度目標 現状を維持する。全学方針に沿って対応する。

年度報告
特に変更点はなく、現状を維持した。【学科将来構想との関係】プロセス、ポリシー変更につ
いても議論した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①大学要覧 ②学生便覧 ③ホームページ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ⑤ 教育研究組織の構成との整合性は取れていますか。

現状説明

機械システム工学科では、みらい工学教育ＰＪ、ひと・まち・くらしＰＪ、社会安全工学教育を
重視して、これらのプロジェクトに積極的に取り組んでおり、また、３次元設計教育やアクティ
ブラーニングを多分に取り入れたクリエイティブデザインＰＪ、自動車設計開発教育も推進し
ている。よって、機械工学の知識・技術を有する人物であることは勿論、このような分野で活
躍できる人材が必要である。
また学科教員の年齢構成を考えると、現在、助教以上の教員では、最年少教員が40代であ
り、高齢化が進んでいる。学生指導や研究活動の活性化のためには、今後、可能な限り若
い教員を採用して、学科の若返りを図る必要がある。

年度目標
流体工学分野の教員が不足しており補充が望まれるため、引き続き新任教員を公募する。
今年度の新教員公募時に、若手教員採用を考慮する。

年度報告 公募活動は行ったが、適任者の応募がなく、採用に至らなかった。

達成度 B

改善課題 学科の人員構成の改善を図る。

根拠資料 ①採用人事要望書



次年度の課題
と改善の方策

引き続き、公募手続きを進める。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

基準２.　 学生

　領域： 学生の受入れ、学生の支援、学修環境、学生の意見等への対応

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中長期計画

入学者数は2018年度以降、30名程度で推移しており、入学定員（50名）には達していない。
プロジェクト型教育の導入、教育設備の導入等を進め、早期に入学定員充足率100%を目指
す。対外イベントやホームページ等では、新規設備や教育・就職実績等を説明し、学科の魅
力紹介に努める。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ２-１. 学生の受入れ

点検項目
① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と学内外への周知を行っています
か。

現状説明 2016年度に学科会議で検証、改定を行い、ホームページ等で公開している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①学科HP「機械システム工学科のポリシー」

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② アドミッション・ポリシーに沿った学生を受け入れていることを検証し、学生受入れの改
善に生かしていますか。

現状説明
数学Ⅰの授業で学力試験を行っているが、学生受け入れの改善に向けて活用できていな
い。AO入試においては数学試問を行い、AO入試、指定校入試合格者には数学の課題を与
えることで学生受け入れの改善に努めている。

年度目標
数学Ⅰの学力試験を継続し、学生受け入れの改善に向けての活用方策を検討する。数学
のプレースメント試験の結果を、学生の受け入れ改善に生かす。その他は現状を維持する。

年度報告
数学Ⅰの学力試験を実施、結果を検証した。総合型選抜（一般）の判定ルーブリックをアド
ミッションポリシーに基づいて作成した。その他は現状を維持した。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①令和元年度第7回機械システム工学科教室会議議事録
②令和元年度第39回機械システム工学科教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❸ 入学生受入れ状況を昨年度及び今年度について検証し、その増減の原因を分析してい
ますか。

現状説明 入学生受入れ状況の検証およびその増減の原因分析を学科会議で行っている。

年度目標 入学生受入れ数減少の詳細な原因分析を行う。



年度報告
入学生受入れ状況の検証は新入生へのアンケート結果を基に行った。
入学生受け入れ数減少の詳細な原因分析を行った。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①平成31年度第2回機械システム工学科教室会議議事録
②令和元年度第6回機械システム工学科教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❹ 入学定員に沿った適切な学生受入数を維持できていますか。出来ていない場合、どの
ような対策を実施していますか。

現状説明
入学定員（50名）には達していない状況が続いている。魅力ある学科構築の検討、各種広報
媒体による情報発信、オープンキャンパスの内容の検討等を行って適正水準の達成に努め
ている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
現状を維持したことに加え、近隣の高校訪問を行った。また、学科の将来構想を教室会議及
び学科SDとして重点的に検討した。

達成度 A

改善課題

根拠資料

①機械システム工学科　将来構想と学生募集対策（案）
②令和元年度第10回機械システム工学科教室会議議事録
③令和元年度第13回機械システム工学科教室会議議事録
④令和元年度第24回機械システム工学科教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ２-２. 学修支援

点検項目
① 学修体制の整備のため、どのような教員と職員等の間でどのような協働をしています
か。また、それを学内外に公表し周知していますか。

現状説明
状況によって教務課、学生課、就職課と協働している。学科独自の学修支援として、各種資
格試験対策等を行っており、そのことは学内外に公表している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
現状を維持した。例年通り機械設計技術者試験対策講座と受験料補助、自動車整備士直
前対策講座を実施した。数学Ⅰで行った学力試験の結果を基に学修支援室を活用した。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①令和元年度第5回機械システム工学科教室会議議事録
②大学要覧2019　③令和元年度第41回機械システム工学科教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② 学修支援の充実のために、 TA(Teaching Assistant)等を有効に活用していますか。

現状説明 大学院生不在のため、活用していない。

年度目標 大学院生確保のための活動を行う。状況によってはSAの活用も検討する。



年度報告
大学院生確保のための活動は行わなかったが、「みらい工学プロジェクト」（学生フォーミュラ
に挑戦）にて2名のSAを活用した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①2019年度第1回機械システム工学科教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

大学院生の確保、方策検討

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ２-３. キャリア支援

点検項目
① 教育課程内外を通じて社会的・職業的自立に関するキャリア形成支援体制を整備して
いますか。

現状説明
キャリア科目の必修化と共に、BINGO　OPEN　INTERNSHIP　等、インターンシップの活用が
活発化している。

年度目標 インターンシップ利用者が前年度と同等以上となるよう、積極的な参加を呼び掛ける。

年度報告
今年度には学科から3年生4名と1年生2名の計6名が参加（うち1名は2社のインターンに参
加）。インターン終了後の報告（学内発表）もしっかりしている。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①大学教育センター作成によるBINGO OPENインターンシップ　視察資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 卒業生の進路に関する過去３年間にわたる資料を収集し、検証していますか。

現状説明 学科主導で収集し、検証すると共に、その結果を学部で把握している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 学科の就職委員が就職先情報を保管しており、卒業生の就職先の分析・検証を行った。

達成度 A

改善課題 学科の従来の実績、学科の目標を踏まえたより詳細な結果検証

根拠資料
①学科の就職委員が保管する就職先情報リスト
②第13回教室会議資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❸ 資格取得やインターンシップを支援する体制を整備していますか。

現状説明
全学的な組織であるキャリア形成支援委員会、自分未来創造室を中心として整備されてい
る。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。全学の補助金の支給条件が変更になったので、学科でも対応した。

達成度 A

改善課題 機械設計技術者3級試験への合格者数を向上させていきたい。



根拠資料
①機械システム工学科2019年度第14回教室会議議事録
②大教センター会議資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❹ 就職指導を適切に行い、就職の質及び内定率の向上に取組んでいますか。

現状説明
各学科の就職委員を中心に、就職委員会、就職課と連携し内定率の向上に取り組み、高い
就職率を維持している。

年度目標
就職に関しては、学生には積極的な就職活動をすること、就職課によく相談に行くこと、など
をよく指導するようにした上で、就職委員からもゼルコバや電話連絡など、場合に応じて十
分な指導を行うようにして、就職率100%を目指す。

年度報告 就職を希望する4年生36名全員が内定を得ることができた。

達成度 A

改善課題
既に内定をもらっているにも関わらず、ゼミの教員や就職課に報告しない学生が数名いた。
次年度の学生には、内定をもらったら出来るだけ早く報告するよう、指導していきたい。

根拠資料 ①学科の就職委員が保管する就職先情報リスト

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ２-４. 学生サービス

点検項目 ❶ 学生生活の継続のための経済的支援は実施されていますか。

現状説明
日本学生支援機構及び福山大学特別奨学生・一般奨学生を使って、支援している。また、ク
ラス担任と卒業研究指導教員が担当となり必要な助言を行っている。必要と判断される場合
は学科内で情報提供している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
目標通り、クラス担任と指導教員が相談に応じ、必要が生じた際は機械システム工学科教
室会議で情報共有した。また、JASSOなどの奨学金の案内など行った。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①2019年度第2回機械システム工学科教室会議議事録
②学科内教職員メール

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 種々のハラスメントの発生防止に取組んでいますか。

現状説明

大学のハラスメントに関するFDや『キャンパスハラスメントの防止等に関するガイドライン』に
従って防止に取り組んでいる。また、クラス担任による個別面談などハラスメントの防止に努
めている。
必要があれば、学科内で情報共有して検討し、対応している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状通りの対応を維持した。また工学部ハラスメントFDに積極的に参加した。

達成度 A

改善課題



根拠資料 ①ハラスメントFD資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❸ 課外活動(サークル活動、留学等の国際交流、社会貢献活動を含む)の活性化のため
に、どのような取組みを行っていますか。

現状説明
授業科目のEV創作と連携し、課外活動（全日本EV＆ゼロハンカーレースなど）への参加を
勧めている。また、サークル活動や学生の社会貢献活動への参加を支援した。

年度目標 例年通りの課外活動の支援を行う。

年度報告
全日本EV＆ゼロハンカーレースへの参加だけでなく、地域で開催されているイベントなどに
も参加した。また、サークル活動として岡山理科大学や東京大学が主催するサイエンスリン
クin岡山に参加した。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①全日本EV＆ゼロハンカーレース配布資料
②各種イベント参加資料
③サイエンスリンクin岡山参加資料

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ２-５. 学修環境の整備

点検項目 ① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理をどのように実施していますか。

現状説明

機械システム工学科の校舎には、10室の研究実験室、8室の学生実習室があり、実践的技
術者教育のためのCAD・CAM室、光造形室、生産加工実習室、自動車実習工場がある。さ
らに工学部新棟には、プロジェクト教育用の教室も数室確保されている。
機械システム工学科では、実験・実習および卒業研究で、多くの器具や装置を用いるので、
授業担当者、管理責任者が正常に作動するか常に確認している。異常があった場合は、即
刻、修理を依頼している。安全・衛生にも配慮している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
授業担当者、管理責任者が器具等の作動を常に確認している。重大な異常は確認できな
かった。軽微な異常は、その都度管理責任者が対応している。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①修理依頼書控

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② ICT教室、実習・実験施設、図書館等を活用していますか。

現状説明

設計製図に関する各種講義や実習において、CAD、CAM、CAEなどを使用している。それら
の講義や実習ではCAD・CAM室、光造形室、生産加工実習室を利用している。また、設計製
図に関する各種講義以外の教養ゼミなどでもCAD・CAM室や生産加工実習などを利用して
る。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 設計製図に関する各種講義だけでなく実習や教養ゼミなどでも使用した。



達成度 A

改善課題

根拠資料
①学科授業シラバス
②機械システム工学科教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
③ 施設・整備のバリアフリー化やアメニティースペースの確保など、学生の利便性を高め
るために、どのように取組んでいますか。

現状説明
24号館は設計が古く、バリアフリー化が不十分である。キャンパス・アメニティについては、
老朽化したものが多く、不十分である。

年度目標
学科内外のバリアフリー化、キャンパス・アメニティについて具体的計画を立案し、次年度予
算要求に盛り込む。

年度報告
学科建物の老朽化による危険性と見栄えの悪さ、空調の機器の悪さから来る熱中症の危険
性に関して、次年度予算要求書で改善対策費用を盛り込み、学長ヒヤリング、理事長ヒヤリ
ングの場で説明した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①令和2年度予算要求書（工学部）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ④ 授業を行う学生数等を考慮した適切な施設・設備上の管理をしていますか。

現状説明

機械システム工学科では、デジタルデザイン教育と自動車工学教育の教育設備の充実に務
めており、今までにCAD・CAM室の更新・維持管理や、高速光造型機、動力性能試験装置な
ど多くの設備を導入している。また、これらの設備を授業で使用する機会を多くしており、教
育支援の環境・条件は適切に整備されている。教育課程の特徴、学生数、教育方法に応じ
た設備となっている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
設備の修理・保全を行いながら現状を維持した。中長期的な設備保全計画を長期予算計画
書に盛り込んだ。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①2019年度第12回機械システム工学科教室会議議事録
②工学部長期予算計画書

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❺ 施設・設備の管理において、防災・防火の観点から整備点検を行っていますか。

現状説明

全学的危機管理体制の中で対応している。学科で独自のものはないが、学科特有の潜在
的危機対応について検討を始めており、学科構成員の連絡先情報を学科内で共有してい
る。また、従来通り、学科学外行事等にあたっては、その都度安全対策、事故対応方法等を
定めている。



年度目標

「福山大学 安全衛生管理の手引き」を構成員が把握して危機管理の方法と体制を理解･認
識するとともに、学科学生への指導を行っていく。
　基本的には、学科としては全学的危機管理体制の下で対応していくが、学科特有の潜在
的危機を摘出し、学科独自対応として、学科内全構成員での防災も含めた危機管理体制の
構築を検討する。

年度報告
全学の方針に従い、構成員が理解を深めるとともに、潜在危険箇所がないか常に目を配っ
た。危機管理は、整備されつつある全学方針に従った。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①福山大学 安全衛生管理の手引き

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❻ 施設内に保管している劇物・危険物の管理において、安全管理の観点から管理システ
ムを整備していますか。

現状説明
「福山大学 安全衛生管理の手引き」に基づいて対応している。学科で独自のものはない
が、担当教員が手引きに従い薬品庫の整備、台帳作成等を行って管理している。

年度目標
「福山大学 安全衛生管理の手引き」を構成員が把握して劇物・危険物の管理体制を理解･
認識するとともに、学科学生への指導を行っていく。

年度報告 「福山大学 安全衛生管理の手引き」に従って管理・指導した。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①福山大学 安全衛生管理の手引き
②薬品庫の整備、台帳

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❼ 学生及び教職員の安全確保のために、各部署に適切な安全管理教育の実施、災害時
避難マニュアルの作成及び防災訓練等を実施していますか。

現状説明

災害時の対応は全学の指針に従うものとしている。学科独自の取り組みとして、学科内の消
火設備を点検するとともに、災害時の避難場所について学科で取り決めた。
また、各研究室においては実験中の事故・火災が発生しないように、教員が責任を持って対
処している。

年度目標 現状を維持するとともに、問題点があれば学科教室会議で話し合う。

年度報告 各研究室の防火責任者の取り決めなど、現状を維持した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①福山大学 安全衛生管理の手引き

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ２-６. 学生の意見・要望への対応

点検項目
① 学修支援に関する学生の意見・要望を把握する体制やその分析と検討結果を活用する
体制を整備していますか。

現状説明
クラス担任は、担当のクラス全員の学生に対して年3回以上を目標として個別面談を実施し
ており、学生支援に対する学生の意見等を適宜くみ上げている。

年度目標 学生からくみ上げた意見を活用できる仕組み作りを検討する。

年度報告
年3回の面談を目標として実施し、学生の意見をくみ上げた。また、学生の意見を教室会議
で共有した。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①個別面談実施資料(各教員が所持)
②2019年度第17回機械システム工学科教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意見・要
望を把握する体制やその分析と検討結果を活用する体制を整備していますか。

現状説明
・クラス担任による状況把握と保健管理センターとの連携など適切な措置を講じている。
・必要があれば、学科内で情報を共有して検討し対応している。

年度目標
・学生への危機対応ガイドラインに沿って学科での対応を確認する。
・その他については現状を維持する。

年度報告 目標通りの対応を行った。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①福山大学危機対応ガイドライン
②面談記録
③教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
③ 学修環境に関する学生の意見・要望を把握する体制やその分析と検討結果を活用する
体制が整備されていますか。

現状説明
クラス担任は、担当のクラス全員の学生に対して年3回以上を目標として個別面談を実施し
ており、学生支援に対する学生の意見等を適宜くみ上げている。
面談において検討すべき意見・要望がある場合は学科会議で検討している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①個別面談実施資料(各教員が所持)
②2019年度第17回機械システム工学科教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 工学部  機械システム工学科　

基準３.　 　教育課程

　領域： 卒業認定、教育課程、学修成果

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中長期計画

機械工学の理解や基礎的能力および、社会人としての汎用基礎力の修得させる。知識、技
能、態度に関して、創造力、考え抜く力、実践力を有した高度専門職業人の育成を目指して
いる。本学科は２コースから成り、それぞれ特徴を出している。機械システムコースではメカ
ニカルデザイン分野を設置し、先端的デザインテクノロジー（設計技術）と専門スキルを重点
的に設計技術者としての基礎知識の修得を目的にしている。自動車システムコースでは、機
械工学の基礎知識をベースとして自動車工学・技術のすべてに精通する実践力のある自動
車エンジニアの育成を目標としている。また２級自動車整備士の取得も目標の一つとしてい
る。また地域貢献を視野におき、工学部として学科横断型教育や社会安全工学教育を実施
してゆくことを基本方針とする。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ３-１. 単位認定、卒業認定、修了認定

点検項目 ① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーは、学内外に周知されていますか。

現状説明 全学の方針に従い、学生便覧などに記述され、学内外に周知されている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題 なし。

根拠資料
①学生便覧
②シラバス

次年度の課題
と改善の方策

現状を維持する。

点検項目
② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基
準（ルーブリック等の評価指標を含む）等の策定はどのように行われ、学内外に周知してい
ますか。

現状説明

全学の方針に従い、ディプロマポリシーをふまえ、学部学科で審議して策定されている。
単位認定基準については、シラバスに明記している。
進級基準、卒業認定基準は、学生便覧や福山大学HPに明記し、学生に周知している。
卒業研究については全学の方針に従ってルーブリックを作成し、点数化して成績として学生
に周知した。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題 なし。

根拠資料
①学生便覧
②福山大学ＨＰ
③シラバス

次年度の課題
と改善の方策



点検項目
③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等を公表し、厳正に適用され
ていますか。

現状説明

単位認定基準については、シラバスで公表しているが、適用については各教員に任せられ
ている状態である。複数教員で担当する授業は、教室会議でその都度審議している。
進級基準、卒業認定基準は学生便覧で公表し、学部教授会、全学教授会で承認を受けてお
り、厳正に適用されている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 卒業生の必要単位の指導が行き届かない部分があり、2名に再試を受けさせた。

達成度 　B

改善課題 クラス担任による単位指導を徹底する。

根拠資料
①シラバス
②第40回 (2020-2-26) 教室会議議事録
③工学部、全学教授会議事録

次年度の課題
と改善の方策

クラス担任による単位指導、学生へのきめこまやかな履修指導を実現する。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ３-２. 教育課程及び教授方法

点検項目 ① カリキュラム・ポリシーを策定し、学内外に周知していますか。

現状説明
全学の方針に従い、学部学科で審議して策定されており、学生便覧等で学内外に周知して
いる。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題 なし

根拠資料
①学生便覧
②福山大学ホームページ　https://www.fukuyama-u.ac.jp/eng/mechanical-systems-
engineering/mechanical-system-engineering-policy/

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの間に一貫性がありますか。

現状説明
全学の方針に従い、教育目的を踏まえて、カリキュラム・ポリシーはディプロマ・ポリシーと一
貫性のあるように設定している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題 なし

根拠資料 ①学生便覧

次年度の課題
と改善の方策



点検項目 ③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程を体系的に編成していますか。

現状説明
全学の方針に従い、体系的なカリキュラムマップを編成している。学科では科目系統図を作
成している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題 なし

根拠資料
①学生便覧
②2019年度から学生便覧に学科のカリキュラム系統図を記載した。

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ④ 教養教育は専門教育とともに十分に実施されていますか。

現状説明 教養教育の教員と情報交換を随時行いながら、専門教育とともに実施している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 現状を維持した。

達成度 A

改善課題 なし。

根拠資料 ①シラバス

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ⑤ 教授方法を工夫・開発（ICTの活用を含む）し、効果的に実施していますか。

現状説明
学科会議で情報交換を行い、効果的な実施を心掛けている。学科教員の１名は、複数の授
業をクラフト、プロジェクトラウンジ、図書館で開講し、ICT活用教育を行っている。

年度目標 学科で、さらなる効果を出すよう議論を続ける。

年度報告 パソコン必携化の学生が、１、２、３年次生になり、パソコン活用の授業が増えた。

達成度 　B

改善課題 さらにパソコンを使う機会を増やす。

根拠資料 ①授業時間割の教室欄（2423のCAD室、プロジェクトラウンジ）。シラバス

次年度の課題
と改善の方策

パソコン必携化の授業をさらに充実させる。４年次の卒業研究でも必携パソコンを使用す
る。

点検項目 ⑥ディプロマ・ポリシーと卒業判定の整合性を考えていますか。

現状説明

全学の方針に従い、一貫性のあるように各ポリシーを設定している。ＤＰを作成するとき、DP
に基づいた単位認定、卒業に必要な科目を、学科で十分議論した。ＤＰに基づいた卒業研
究の評価ルーブリックを学科内で数年来検討し、整合性について考えられている。DPに基
づいた、単位認定（卒業判定につながる）については、各教員の判断に任されている。

年度目標 DPに基づいた、単位認定（卒業判定につながる）についてさらに議論し、検討する。

年度報告 卒業研究のルーブリックの改善を行った。

達成度 　A



改善課題 卒業研究の評価のさらなる改善に努める。

根拠資料 ①教室会議資料（2020-2-26）

次年度の課題
と改善の方策

出席をとるなど、卒業研究の評価のさらなる改善に努める。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ３-３. 学修成果の点検・評価

点検項目
① 全学及び各学科等のアセスメントポリシーの活用も含め、三つのポリシーを踏まえた学
修成果の点検・評価方法の確立とその運用をどのように検証していますか。

現状説明

基本的には学科の教室会議で問題点などがあれば、検証している。現在の所、問題は生じ
ていない。卒業研究については、ルーブリックを作成して点数化の厳密化を試みた。アセス
メントが大学教育センターにより実施されており、その結果を学科で共有しているが、検証に
は至っていない。

年度目標 さらなる改善を模索する。

年度報告
学生個人のレーダーチャートが配布され、担任がその検討を行った。学部アセスメントのた
めシラバスの記述を統一した。

達成度 　B

改善課題 アセスメントポリシーとレーダーチャートをさらに検討する。

根拠資料 ①セレッソのレーダーチャート②第37回 (2020-1-29) 教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

アセスメントポリシーとレーダーチャートをさらに検討する。

点検項目
② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果のフィー
ドバックはどのように実施されていますか。学修成果の点検・評価結果を教育内容・方法及
び学修指導等の改善につなげていますか。

現状説明
基本的には学科の教室会議で問題点などがあれば、検証している。
教育内容・方法および学修指導等の改善という所までは、達成できていない。

年度目標
フィードバック、改善を適正に行う。
授業評価アンケートの結果を授業改善に結びつける。

年度報告 設計技術者試験対策講座の授業評価を議論した。

達成度 　B

改善課題 さらに多くの授業などの評価法を議論する。

根拠資料 ①第33回(2019-12-25)教室会議議事録　②授業アンケートフィードバック報告書

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 工学部  機械システム工学科　

基準４.　 　教員・職員

　領域： 教学マネジメント、教員・職員配置、研修、研究支援

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中長期計画

　機械システム工学科では、みらい工学教育ＰＪ、ひと・まち・くらしＰＪ、社会安全工学教育を
重視して、これらのプロジェクトに積極的に取り組んでおり、また、３次元設計教育やアクティ
ブラ-ニングを多分に取り入れたクリエイティブデザインＰＪ、自動車設計開発教育も推進して
いる。よって、機械工学の知識・技術を有する人物であることは勿論、このような分野で活躍
できる人材が必要である。
　学科教員の年齢構成を考えると、現在、助教以上の教員では、最年少教員が40代であり、
高齢化が進んでいる。学生指導や研究活動の活性化のためには、今後、可能な限り若い教
員を採用して、学科の若返りを図る必要がある。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ４-１．教学マネジメントの機能性

点検項目
① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップが確立され、
それが発揮されていますか。当該部署の長は当該部署の教学マネージメントにおいて適切
にリーダーシップを発揮していますか。

現状説明

大学の意思と教学マネジメントにおける学長の意思は、全学教授会、工学部教授会、教室
会議を通じて伝達されており、これを通じて学長のリーダーシップが確立されている。学科の
教学マネジメントにおける学科長の意思は教室会議を通じて伝達されており、これを通じて
学科長のリーダーシップが発揮されている。

年度目標 従来通り対応する。

年度報告 従来通り対応した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①福山大学HP、②教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② 当該部署では、教職員間で権限・役割を適切に分散し、かつそれぞれの責任を明確化
した教学マネジメントを実施していますか。

現状説明
機械システム工学科では、学科会議により教員の連携体制を決めて実行している。変更が
必要な場合は、その都度会議を開き、協議している。責任は各々の教員において果たして
いるが、学科長が学科全体の責任を負っている。

年度目標 従来通り対応する。

年度報告 従来通り対応した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策



点検項目
③ 職員の配置と役割の明確化などにより、教学マネージメントの機能性を高めています
か。

現状説明
機械システム工学科では、教員の役割と同様に、学科会議により助手・技術職員の役割を
決めて実行している。変更が必要な場合は、その都度会議を開き、協議している。責任は学
科長が学科全体の責任を負っている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 従来通り対応した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①教室会議議事録

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ４-２. 教員の配置・職能開発等

点検項目
① 当該部署の教育目的及び教育課程に即した資質を有する教員を配置していますか。ま
た、当該部署の適切な運営及び継続性を担保する構成（性別、年齢、職階等）となっていま
すか。

現状説明

採用時または昇任時に教員選考委員会において資質について審査し、学科の教育課程を
考慮して配置している。現在の教員構成は、教授5名、准教授2名、講師1名であるが、最年
少教員が40代であるので、今後、若手教員の採用により、学科の若返りを図る必要がある。
また女性教員は不在のため、今後の採用人事では女性教員の採用を積極的に検討する必
要がある。

年度目標 学科の方針と中長期計画を練り直し、それに基づく採用人事要望を行う。

年度報告 新任教員の採用人事を要望したが、適任者の応募がなく、採用に至らなかった。

達成度 B

改善課題

根拠資料 ①採用人事要望書

次年度の課題
と改善の方策

令和2年度、改めて新任教員の採用人事を行う。

点検項目 ❷ 大学設置基準、教職課程等の資格養成機関に求められる教員数を確保していますか。

現状説明
教員数は設置基準を満たしており、問題はない。ただし上述したように現在、助教以上の教
員では、最年少教員が40代であるので、今後、可能な限り若い教員を採用して、学科の若
返りを図る必要がある。また流体工学分野の教員が不足しており補充が望まれる。

年度目標 学科の方針と中長期計画を練り直し、それに基づく採用人事要望を行う。

年度報告
設置基準に基づく教員数は確保できている。他方、新任教員の採用人事を要望したが、適
任者の応募がなく、採用に至らなかった。

達成度 B

改善課題

根拠資料 ①採用人事要望書

次年度の課題
と改善の方策

令和2年度、改めて新任教員の採用人事を行う。



点検項目
③ FD(Faculty Development；教育内容・方法等の改善)をはじめとする教員の資質向上に
向けた取組みを行っていますか。

現状説明

基本的に全学の方針・取り組みに沿って対応している。例年、教職員のほぼ全員がFD・SD
研修会および講演会に出席している。研修会、講演会で得られた知識は、各自、教育・指導
に取り入れるようにしている。また、毎年数回、学科独自の教職員FD・SD活動も実施してい
る。

年度目標 現状を維持して活動を継続する。

年度報告 年度末に「大学院進学者を回復させるには」を表題で学科主催FD・SDを行った。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①学科FD報告書、②学科教室会費配布資料

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ４-３. 職員の研修

点検項目
① SD(Staff Development；教職員の個々の職能開発)をはじめとする大学運営に関わる教
職員の資質・能力向上と教職協働への取り組みを実施していますか。

現状説明
例年、教職員のほぼ全員がFD・SD研修会および講演会に出席している。研修会、講演会で
得られた知識は、各自、教育・指導に取り入れるようにしている。また、毎年数回、学科独自
の教職員FD・SD活動も実施している。

年度目標 学科FD・SDのテーマを充分検討したうえで着実に実施する。

年度報告
例年通り対応した。学科FD・SDは、学科改革、PBL授業、ティーチングポートフォリオ等の必
要性の高いテーマに関して実施した。

達成度 　A

改善課題 特になし。

根拠資料
①第31回学科教室会議議事録等
②開催案内、報告メール

次年度の課題
と改善の方策

特になし。

点検項目 ❷ 大学運営の効率改善のために ICTの活用を推進していますか。

現状説明

全学の状況に沿い、学科においても、各種連絡の周知、書類配付、書類提出、各種調査等
をメールシステム、ゼルコバやOffice365、Karin等を活用して実施している。連絡先グループ
にあわせたメーリングリストも準備している。重要書類の場合は、パスワードで保護する等、
セキュリティにも配慮している。これらのICT活用により、大学運営効率改善を推進している。

年度目標 活用方法を拡大するように検討する。

年度報告
活用可能なものを検討し、実際に活用拡大した。統合メールシステム廃止、Windows7サ
ポート終了、ICTに関する実態調査等にも対応した。

達成度 　A

改善課題 特になし。

根拠資料
①第27回学科教室会議議事録等
②連絡メール等



次年度の課題
と改善の方策

特になし。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ４-４. 研究支援

点検項目
① 研究に専念する時間の確保、研究室の施設設備の整備等の研究環境を適切に管理し
ていますか。

現状説明

研究専念時間については、以前と比べて教員数が減り、年々、学生指導やその他の仕事が
増え、研究専念時間の確保は非常に困難である。研究室の施設設備の整備については、
経常経費等で最低限の環境を確保するように努めているが、部分的に老朽化が進んでお
り、教員研究費は額が少なく、研究遂行には厳しい状況で、十分とは言えない。これらの研
究環境は、現状が把握できているものの、対応が困難である。外部資金を調達するように努
める必要がる。

年度目標 従来どおり、教員組織の改善に努める。また、各教員で外部資金の調達に努力する。

年度報告
教員組織の改善に努めたが、達成できていない。また、外部資金の調達も十分とは言えな
い。

達成度 　B

改善課題 教員組織の改善。外部資金の調達。

根拠資料 ①学科人事計画書

次年度の課題
と改善の方策

引き続き、教員組織の改善に努め、外部資金の調達に努力する。

点検項目 ② 研究倫理の確立(規則の整備や検査等)と厳正な運用が行われていますか。

現状説明

研究倫理の確立のため、学科教職員全員が研究倫理eラーニングを受講し、学部コンプライ
アンス研修会にも出席し、理解、周知されるようにしている。学科学生への研究倫理教育と
しても、説明、周知を実施している。研究倫理の運用は、全学規定による運用管理体制に基
づいて行われている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 これまで通り対応を行った。

達成度 　A

改善課題 特になし。

根拠資料
①研究倫理eラーニング修了書
②学部コンプライアンス研修会出欠状況

次年度の課題
と改善の方策

特になし。

点検項目 ③ 研究活動への資源の配分や運用は適正に行われていますか。

現状説明

毎年の予算要求では、学科教室会議での審議を経て、学科予算要求案を立案している。ま
た、専任教員の研究費は、効果的に研究を進めるよう、各教員に割り当てられた額を各教
員自身の判断で使用している。これらにより、適正な資源配分を行うようにしている。運用の
適切性は、研究活動状況や研究成果等により間接的に判断している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 これまで通り対応を行った。

達成度 　A

改善課題 特になし。



根拠資料 ①第13、14、27回学科教室会議議事録等

次年度の課題
と改善の方策

特になし。

点検項目 ❹ 公的研究費の運営・管理（ガイドライン等）が整備され、周知されていますか。

現状説明
公的研究費の適正な運営・管理について、全学の「研究関連ガイドブック」が配布され、これ
により周知されている。学科では、この全学の規定と制度にあわせ、対応を行っている。ま
た、研究倫理eラーニング、学部コンプライアンス研修会においても取り扱われている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 これまで通り対応を行った。

達成度 　A

改善課題 特になし。

根拠資料
①研究関連ガイドブック
②コンプライアンス研修資料

次年度の課題
と改善の方策

特になし。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

基準６.　 内部質保証

　領域： 組織体制、自己点検・評価、ＰＤＣＡサイクル

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中長期計画

学科の教室会議等で、教育の改革・改善、教育内容魅力化、教育効果向上、教育成果、内
部質保証等に関して、必要に応じてPDCAサイクル実施に取り組んでいる。しかしながらCA
部分が不十分である。内部質保証に取り組むため、CA部分の強化が必要と考えられ、学科
全体で検討し、対応を進める方針である。学科で実施中のクリエイティブ・デザインプロジェ
クトにおいて、内部質保証を試行したい。また、大学の教育アセスメント・ポリシーの策定方
針・評価方法に従って、学科ディプロマポリシーについて、学科学生個人に対する卒業時の
達成度から学科学生全体としての達成度を数値的に評価する方法を確立して、学科の教育
成果に対する検証を行い、学科カリキュラム・教育方法・教育内容等の教育活動の改善に
繋げていく。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ６-１. 内部質保証の組織体制

点検項目 ① 内部質保証のための組織を整備し、責任体制を確立していますか。

現状説明
福山大学自己点検評価規定に則り、福山大学工学部自己点検評価委員会を組織し、工学
部各学科において自己点検・評価を行い、全学自己点検評価委員会でさらに点検･評価を
受けるシステムが整備され、責任体制が確立している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 年度目標に基づいて実施した。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①福山大学自己点検評価規定
②福山大学工学部自己点検評価委員会細則
③福山大学工学部外部評価委員会細則



次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ６-２. 内部質保証のための自己点検・評価

点検項目
① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価が実施され、その結果を当該部
署の教職員が共有していますか。

現状説明
工学部では、福山大学工学部自己点検評価委員会によって工学部各学科で自己点検・評
価を行い、全学自己点検評価委員会でさらに点検･評価を受け、その結果が工学部各学科
の教職員にフィードバックされて共有し、改革･改善に繋げるシステムが確立されている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
年度目標に基づいて実施した。
学科の自己点検評価書を作成し提出した。
平成30年度福山大学自己点検評価報告書がHPで公開された。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①平成30（2018）年度福山大学自己点検評価報告書
②平成31（2019）年度　第1回 工学部教授会資料

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
② IR(Institutional Research)等を活用した十分な調査・データの収集と分析を行っています
か。また、その結果を改善に活かしていますか。

現状説明 学科独自でIR等を活用した調査・データの収集と分析は行っていない。

年度目標
福山大学IR室の活動に協力するとともに、学科の自己点検評価を高める計画立案や施策
の形成を円滑に行うための必要な情報などについて検討する。

年度報告

・年度目標に掲げるような目的に必要な情報などについて十分に検討するには至らなかっ
た。
・学科長主導によって、Office365のSharePointに学科教職員用として「機械システム工学科
（教職員）」、学科学生及び教職員用として「福山大学学生フォーミュラ」のグループを作り、
共有するための必要な情報等を格納する仕組みを整え、学科内の教職員及び学生フォー
ミュラ活動に参加する学生に周知され、利用をし始めた。

達成度 B

改善課題
学科の人的資源が乏しく、学内での情報公開が制限される中で、学科独自にIR等を活用し
た調査・データの収集と分析及び管理運営のノウハウを持ち合わせていない。

根拠資料

次年度の課題
と改善の方策

学科の自己点検評価を高める計画立案や施策の形成を円滑に行うための必要な情報など
について検討していく。



2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 ６-３. 内部質保証の機能性

点検項目
① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体のPDCAサイクルの仕組み（シ
ステム）をどのように確立し、その機能性を検証していますか。

現状説明

全学自己点検評価委員会が主導する自己点検・評価は、大学全体のPDCAサイクルを実施
している。工学部の各学科が作成する自己点検評価書は定型の書式を用いている。各点検
項目について、前年度末に「現状説明」を踏まえ、P（Plan）に相当する「次年度に実施する年
度目標」を掲げ、この「年度目標」に従ってD（Do）に相当する活動を次年度中に展開し、次
年度末にC（Check）に相当する「年度報告」と年度目標に対する「達成度」を、S（年度目標や
方針に基づいた活動が行われ、達成度が極めて高い）、A（概ね年度目標、方針に基づいた
活動が行われ、ほぼ達成されている）、B（年度目標、方針に基づいた活動が行われたが、
達成度は低い）、C（年度目標、方針に基づいた活動や達成度が不十分で改善すべき点が
多い）の4段階で自己評価したあと、A（Action）に相当する「次年度の改善課題と方策」を明
示する。工学部各学科の自己点検評価書は全学自己点検評価委員会で点検・評価されて
工学部当該学科にフィードバックして共有し、当該学科の改革・改善に繋げている。このよう
に、本学では自己点検・評価活動にPDCAサイクルの仕組を確立して、機能的なシステムと
なっている。その機能性の検証は、各学科の改革・改善に取組む状況から判断できる。な
お、平成29年度末に点検評価項目策定小委員会で点検項目が見直され、評議会で承認さ
れたものが平成30年度自己点検評価書に反映された。

年度目標 現状を維持する。

年度報告

本学では自己点検・評価活動にPDCAサイクルの仕組として、学科における2018年度自己
点検評価活動結果のCAを実施し、2019年度自己点検評価活動計画を立案して実行するPD
を実施して、学科の改革・改善に取組んできたことから、学科の内部質保証の機能性を検証
していると判断している。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①福山大学工学部平成31年度自己点検評価書（計画編）
②福山大学工学部平成30年度自己点検評価書（報告編）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❷ 教職員のコンプライアンスを確立するための体制を整備していますか。

現状説明
教室会議等において教職員のコンプライアンス意識の徹底を図り、記録に残して学科内で
検証する体制を整備している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 年度目標に基づいて実施した。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①令和元年度機械システム工学科第38回教室会議議事録（2020年2月2日付メール会議）

次年度の課題
と改善の方策



2019年度 工学部  機械システム工学科　

基準７.　 福山大学ブランディング戦略

　領域： 「福山大学ブランディング戦略」の点検・評価　（本学独自基準）　

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中長期計画

これまでブランディング関連研究として、私学ブランディング事業採択テーマである「里山里
海研究」のサブテーマである「藻場探査ロボット」研究への参加、安心安全防災教育研究セ
ンターの特別研究テーマである「交通安心プロジェクト」での広島県警察との共同研究への
取り組みと並行して、地元企業との共同研究、社会連携活動を行ってきている。いずれにつ
いても、活動を継続・発展させてゆく。
教育面では、地域に貢献する人材教育としての側面からカリキュラム・ポリシーおよびカリ
キュラムマップの見直しを進めるとともに、実施中の各PBL授業や課外教育活動を継続する
とともに、それらの内容改善と活性化を検討する。

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 7-1. 福山大学ブランディング戦略の推進

点検項目
❶ 福山大学ブランディング戦略 (ver。 2018) の概略について当該部署の学生及び教職員
への周知を進めていますか。

現状説明
教職員に対しては、全学教授会、学部教授会での決定事項、報告事項を教室会議などを通
じて伝達・確認している。また学生に対しては学科が参加している研究プロジェクトテーマへ
の参加を呼び掛ける際、本学のブランディング戦略についての説明を行っている。

年度目標 現状を維持する

年度報告 現状を維持した

達成度 A

改善課題

根拠資料
①令和元年度機械システム工学科教室会議議事録
②機械システム工学科掲示板ポスター

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❷ 福山大学はブランディングを「広告ではなく、社会に貢献する観点から他にはない固有
の魅力を引き出して他との区別化を図り、社会から選ばれること」と捉えています。この観
点からブランディングにどのように取組んでいますか。

現状説明

私学ブランディング事業採択テーマである「里山里海研究」のサブテーマである「藻場探査ロ
ボット」研究への参加、安心安全防災教育研究センターの特別研究テーマである「交通安心
プロジェクト」での広島県警察との共同研究の実施など、地域に根差した研究活動と教育活
動（課外教育など）に取り組んでいる。

年度目標 活動を継続し、現状を維持する。

年度報告
安心安全防災教育研究センターのテーマ外の活動も含め、広島県警察との共同研究、国土
交通省福山河川国道事務所からの受託研究、地域の交通問題を解決するための新型車両
開発などを行った。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①福山大学工学部紀要第43巻、p.178～179
②福山大学研究成果発表集2019年度版

次年度の課題
と改善の方策



点検項目

❸ 福山大学ブランディング戦略では「備後地域の産学官民連携を推進し、地域の教育資
源を最大限に活用して人間性を高め、地域を愛し、地域で活躍し、地域から国際社会につ
ながる『未来創造人』を育成すること」を方針としています。当該部署は、この方針の実現に
どのように取組んでいますか。

現状説明

学科の1年次の授業で、地元企業の技術者による講義や工場見学を行って、地元産業の理
解を深める機会としている。またカリキュラム・ポリシーおよびカリキュラムマップでは、全学・
工学部のポリシーに沿いつつ、主に３・４年次で、社会参加と自己実現の面で学修を行う方
針としており、各科目はそれに沿った授業内容としている。

年度目標 現状を維持しつつ、『未来創造人』育成のための創造性教育の方策について検討を進める。

年度報告
「教養ゼミ」の授業において、地元工場見学（シギヤ精機製作所）、「創造性を磨く」などの
テーマで地元著名人や地元企業技術者による講演聴講を実施した。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①令和元年度　第16回　機械システム工学科教室会議議事録
②教養ゼミ実施状況報告書（機械システム工学科）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❹ 福山大学ブランディング戦略では、福山大学が備後地域の知の拠点として地域と共に
育ち、地域創生に貢献することを目標としています。この目標の実現に向けて、どのような
取組をし、その成果をどのように検証していますか。

現状説明

2017年度は12件の社会連携活動（地域イベント、講習会、競技大会、協議会など）に参加
し、研究・教育面での福山大学の取り組み内容を地域社会に知らせる活動を行った。企業
等との共同研究では、地元地域の企業との共同研究を中心に、７件（2017年度）の研究を
行った。いずれも社会連携センターへの報告を通じて成果検証している。

年度目標 現状を維持する。

年度報告 今年度は、3件の社会連携活動、4件の企業との共同研究を行った。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①2019年度社会連携センター活動報告（発行予定）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❺ 福山大学ブランディング戦略では、建学の理念に基づき、「地域の中核となる幅広い職
業人」を、育成する人材像としています。そのために、どのような取組をし、その成果をどの
ように検証していますか。

現状説明

学科のカリキュラム・ポリシーおよびカリキュラムマップでは、全学・工学部のポリシーに沿い
つつ、主に３・４年次で社会参加と自己実現の面での学修を行う方針としており、各科目は
知識、技能、態度の３つの三面にわたって幅広い能力を学修する授業内容としている。成果
検証は、一部授業評価アンケートを通じて行っている。

年度目標
教育面では現状を維持し、成果検証面では、H3１年度より全学的に実施されたアセスメント
ポリシーを加えた成果検証を行う。

年度報告
教育内容の現状を維持し、成果検証についてはアセスメントポリシーに基づく学生の資質評
価を行った。

達成度 A

改善課題



根拠資料
①福山大学HP、「カリキュラムマップ」、「機械システム工学科のポリシー」のページ
②機械システム工学科カリキュラムマップ
③2019年度アセスメントポリシーに基づく学修成果まとめ

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❻ 福山大学ブランディング戦略が掲げる「備後地域との密な連携のもとに進める教育研
究」としてどのような取組をし、その成果をどのように検証していますか。

現状説明

学科の授業科目である「EV創作」、「コマ大戦に挑戦」などの授業では、地元の高校や企業
などとの交流を交えた活動を行っており、社会連携活動報告を通じて年間の活動結果を総
括している。「交通安心プロジェクト」を通じての広島県警察との共同研究については、協議
会などを行う都度、事務室を通じて学内報告を行っている。

年度目標 現状を維持する。

年度報告
「EV創作」の授業や安心安全防災教育研究センター研究活動を通じて、一部を除きほぼ現
状を維持した。成果検証は、各活動の報告書やフォローシートにより行っている。

達成度 B

改善課題 地域との連携についての成果検証するための方法・指標を立案し、検証を実証する。

根拠資料
①2019年度社会連携センター活動報告（発行予定）
②2019年度安全安心防災教育研究センター活動報告書（発行予定）
③2019年度福山大学研究プロジェクトフォローシート

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❼ 福山大学ブランディング戦略が掲げる「学問にのみ偏重しない全人教育」としてどのよう
な取組をし、その成果をどのように検証していますか。

現状説明

学科主管のPBL授業として、工学部みらい工学プロジェクトの科目である「学生フォーミュラ
に挑戦」、「コマ大戦に挑戦」、および学科独自の科目である「ロボットデザイン」、「EV創作」
を開講しており、ものづくりを通じたチームワークを学び、社会人基礎力を身につける教育を
行っている。教育面の効果は授業評価アンケートを通じて成果検証している。また同様の教
育効果を狙いとする課外教育として、学生フォーミュラカー製作、交通安全研究、藻場探査
ロボット研究などに学生を参加させているが、成果検証はできていない。

年度目標
アセスメントポリシーを通じた成果検証を着実に実施する。課外教育については別途の成果
検証策を検討する。教育活動自体は現状を維持する。

年度報告
アセスメントポリシーに基づく学生の資質評価を行った。学科ディプロマポリシー中の「地域
社会に貢献し得る実践力」、「自己の向上と社会に貢献する意欲」に対応する中項目として、
活用力、実践力、意欲・持続力、協調性、責任感と倫理観の各項目を加えている。

達成度 A

改善課題

根拠資料 ①2019年度アセスメントポリシーに基づく学修成果まとめ

次年度の課題
と改善の方策

2019年度 工学部  機械システム工学科　

中点検項目 7-2．福山大学ブランディング推進のための研究プロジェクト

点検項目
❶ 当該部署では全学的に展開しているプロジェクト研究の「瀬戸内の里山・里海学」にどの
ように取組んでいますか。

現状説明
「里山里海研究」のサブテーマである「藻場探査ロボット」研究に参加し、スマートシステム学
科、情報工学科と共同で海洋ロボットシステムの研究に取り組んでいる。



年度目標
別途提出する研究計画に沿って研究を進める。学生プロジェクト活動を交えた研究スケ
ジュールを立て、確実に実施する。

年度報告
提出済みの研究計画に沿って研究を進めた。ひとまちくらしプロジェクトによる学生プロジェ
クトと連携して活動を行った。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①2019年度福山大学研究プロジェクトフォローシート（瀬戸内の藻場探査）
②2019年度ひとまちくらしプロジェクト申請書（藻場探査）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目
❷ 福山大学ブランディング研究に必要な内部資金及び外部資金をどのように獲得してい
ますか。

現状説明
年度ごとの安心安全防災教育研究センター研究計画に基づき、内部資金の配分を受けてい
る。

年度目標
私学研究ブランディング事業の資金が割り当てられる予定であり、内部資金と合わせて活用
する。合わせて、外部機関との共同研究化などによる外部資金調達の可能性を検討する。

年度報告
①福山大学HP、②機械システム工学科カリキュラムマップ+Z805
③2019年度アセスメントポリシーに基づく学修成果まとめ

達成度 A

改善課題

根拠資料
①2019年度安心安全防災教育センター予算要求書
②2019年度福山大学研究プロジェクトフォローシート（瀬戸内の藻場探査）

次年度の課題
と改善の方策

点検項目 ❸ 福山大学ブランディング研究の成果をどのように社会に発表していますか。

現状説明
「藻場探査ロボット」について福山大学研究成果発表会やじばさんフェアでのポスター展示、
現物展示を行い、研究構想と中間成果を公表している。

年度目標 現状を維持する。さらなる公表機会があれば積極的に対応する。

年度報告
福山大学研究成果発表会でのポスター展示、私立大学研究ブランディング成果報告書（発
行予定）への報告書掲載を行った。

達成度 A

改善課題

根拠資料
①2019年度版福山大学研究成果発表集
②私立大学研究ブランディング成果報告書（発行予定）

次年度の課題
と改善の方策


